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ものであるが， アブラナ科，ナス科， ヒャクニチソウ， ソラマメ等の植物の反応. 700-










T urnip Mo.aic Viruaとの血清反応
病徴明瞭なナソキンマメ生葉を農林省農業技術研究所栃原比呂志氏に送り，本報のウイ
ルスが TurnipMosaic Virus抗血清と反応するかどうかを調べていただし、た. その結
第 4表 ナシキ γマメの給紋モザイク病原ウイルス (PN-l)とダイョ γから
分離された Turnipmosaic virus (TuMV)との干渉効果
処 理 区 タバコ半棄に戻し接種し生じた平均病斑数
接種植物 第 1次 第 2次
ウイノレス ウイJレス 実験 A 実験 B
ヨマツナ TuMV 0/101. 5以上市 0/97.4 
コマツナ TuMV PN-l 0.5/99 0/102 
ダイコ γ(官室) 1/ 1/ 0/189.5以上 0/114.5 
ダイコン(時無) 1/ 1/ 0/164.5以上 0/117.5 





第 5表 千葉市近郊のナ γキシマメモザイグ病株 (PNめからの
Turnip mosaic virusの検出
植 物 発病 病 徴 BI EM L S 
ナンキンマメ 7/12 CS， Mo + + 
ソラマメ 8/10 NS +，一
ェ γ ドウ(仏国大奏〕 0/9 
イシゲシ(衣 笠) 0/7 
1 (山城黒三度) 3/6 cs +，ー +，一
ア ズ キ(大納言) 0/10 
サ サ ゲ(ダルマ〉 0/10 
リョグズ 0/10 
エピスグサ 0/10 
C. amaranticolor 5/5 CS-NR CS， VC 
キュウリ(京都早生節成〉 0/10 
タ ，、. コ(サムス γ〉 6/6 NS + + 
N. rustica 4/4 CS-NR CS-NR + + 
コ カ プ(時 無〉 16/17 VC， Mo + + 











果を示す. 第2表の結果とほぼ一致する寄主反応がみられ， 約700-800mμ の糸状粒子
の存在することから，この PN-9株も Turnipmosaic virusに属するものと考えられた.
考 察
ナンキンマメのウイルス病としては古くからアフリカでGroundnutrosette virus 
(Storey & Bottomley， 1928)が知られていた.Aphis craccivoraで媒介されるこのウイ
ルス病は近年に至り病値物汁液でも伝播可能であり，ことに mottletypeは比較的容易に
汁液接種できると云われる (Storey& Ryland， 1950; Bawden， 1951). この他には中国で
Yu (1939)がその存在を記録した Peanutmosaic，周，茶(1959)の報告した寄主範囲の広
い Peanutmosaic，アメリカで Cooper(1950)が報告した汁液接種可能な Peanutmild 
mosaicおよび severemo回icの両ウイルス病， さらに VanVelsen (1961)が報告し
た種子伝染性の P伺 nutmarginal chlorosis， Tobacco ringspot virus (Costa， 1950)や
Tomato spotted wilt virus (Helms， 1961)によるナYキγマメの病害等がある.本報の
ウイルスを病徴の記事Rに照してみたところでは Groundnutrosette viusの mottletype， 












その他幾つかの植物の反応， ウイルス粒子の形状， ダイコ Yから得た Turnipmosaic 
virusの1系統との干渉現象， 物理性等の面で Turnipmosaic virusの1系統と同定し










ウイルスは硫安溢析， 分画遠心を組合わせた方法で精製でき， 粒子は700-800mμ の糸
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